
平素より静岡県の皆様には公益財団法人静岡県結核予防会の活動にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。当予防会の事業は市町村自治体職員の皆様、各事業所、団体保健担当者の方々のご協力と、静岡県
医師会、県内基幹病院等地域の先生方のお力添え無くしては日々の業務も成り立ちません。皆様方の日頃のご
理解とご協力により静岡県の結核罹患率、結核集団発生数ともに全国平均を下回っており、地域保健所、行政
関係機関の積年の努力の結果と思料される次第であります。２０２１年には全国、静岡県、静岡市とともにWHO
の定める低蔓延国の基準を達成したところでしたが、２０２３、２０２４年度では減少傾向の鈍化がみられ、２０２５年
の静岡市では前年の集団感染による感染者増加を割り引いてもなお微増とみられます（R７年度静岡市コホート
検討会）。２０２３、２０２４両年度の人口１０万対罹患率は共に８.１で低蔓延国の水準（罹患率１０.０以下）ですが、主要７か国（G７）
の平均罹患率は５.７でした（２０２２）。WHOでは２０１５年に「Zero TB ２０３０」を呼びかけ、２０３０年迄に結核による死亡、疾病に
よる苦難をゼロにするという目標を掲げていますが、結核検診の受診率は全世界的に８０%に留まり全ての感染者を網羅出来てません。
２０２４年の新規結核患者数８３０万（推定発症者数の７８%）、死亡者数１２３万、上位８か国で世界全体の６７%の罹患者を占めてい
ます。公益財団法人結核予防会ではアジア太平洋地域、アフリカ諸国の結核予防、検診事業を現地へスタッフの職員を派遣して進め
ており、WHOの勧める感染症克服戦略に貢献しています。１９９０年代以降長期滞在ビザ取得緩和政策の結果、高蔓延国からの定
住者が増えてきた結果ですが、国内結核登録患者のうち外国出生者の増加がみられ、２０２４年は全結核登録患者数の１９.７%を占め
るようになっています。２０２５年３月より高蔓延国からの入国前結核スクリーニングが始まりました。発病前の感染の有無について検診を
本国で実施することにより入国後の発病を防止する狙いがあり、低蔓延国としてのわが国の結核対策の重要な対策の柱となっています。
我が国における結核死亡率は１９１８年（大正７）にピークを記録した後、上水道普及や栄養水準向上、１９５１年以降 BCG 経皮接
種、衛生知識の向上した結果、大戦前後の一時期に急増するも、１９５１年の結核予防法施行後、ほぼ直線的に年間１０%程度の減
少を続けてきましたが、１９７７年以降罹患率減少の鈍化が見られるようになりました。１９７０年代を通して年間９.０%程度の減少でしたが、
１９８０年代に入ると７%から２%へ減少率の鈍化がみられ、１９９０年代に入ると更に鈍化傾向を示し、１９９７年は前年より微増、１９９９
年は１９９４年頃の水準に戻るという結果となっていました。かかる事態を厚生省は重く見て「結核緊急事態宣言」を発出して全ての医
療機関に結核対策を促した経緯があります。２０００年以降は再び順調な減少傾向となり、新型コロナ感染症（COVID-１９）発生前
の２０１９年には１９９９年の３３%という罹患者数減少を記録して２０２１年に低蔓延国入りを果たした訳ですが、新型コロナ感染流行時期
にマスク・手洗い励行・換気・隔離等の対策が国民的に浸透した結果、インフルエンザ感染の流行も見られないという云わば国民的防
疫体制下に結核感染も押さえこんだという印象も拭えません。２０２３年５月７日以降、全数報告から定点機関報告に移行して後、新型コ
ロナウイルス罹患率はインフルエンザウイルス感染症とほぼ同等の水準となっています。
駆け足で結核感染症対策の推移をみてきましたが、ヒト型結核菌感染症罹患者が減る一方で、同じ抗酸菌に属する非結核性抗酸菌
症罹患者の報告が増えており、一般雑誌にも啓蒙、認知を呼びかける記事を見かけるようになっています。環境常在菌であることから従
来の結核対策とは異なる対策が求められています。次回にその詳細を報告することとします。

公益財団法人静岡県結核予防会　診療所所長　大滝　光生

発行・編集
公益財団法人　静岡県結核予防会
〒 420-0915
静岡市葵区南瀬名町 6-20
TEL 054-261-2512
FAX 054-261-9474
Eメール tb-shizu.ha@gaea.ocn.ne.jp
HP   www.jata-shizuoka.org５９号 2026年9月24日５９号 2026年9月24日

巻頭言

題字：田中　隆（元当会職員）富士山写真提供 : 富士市

「結核」と聞くと、「昔流行った病気」というイメージをお持ちの方も多いかもしれません。しかし、日本国内では今も年間約
１万人の新しい患者が報告されており、決して他人事ではない病気です。今回は、日本の結核の「今」と、予防のために気を
つけたいポイントをお伝えします。

いま注意すべき「２つの特徴」
① 患者の６割以上が「６５歳以上の高齢者」
　 若い頃に感染して体内に潜んでいた結核菌が、加齢による免疫力の低下に伴って再び活動を始める（発症する）ケース
    が多く見られます。特に８０歳以上の割合が高くなっています。
② 若い世代は「外国生まれの方」が増加
    ２０代の新規患者においては、海外（結核が多く流行している国）から入国された方が大半を占めるという特徴もあります。

早めの対処が大切！チェックしたい初期症状
結核の初期症状は風邪によく似ています。「ただの風邪かな？」と放置してしまうと、知らず知らずのうちに家族や職場・
地域の方へ感染を広げてしまうリスクがあります。
【こんな症状はありませんか？】
・２週間以上続く咳（せき）やたん　・微熱や体が重い感じ（倦怠感） ・原因のわからない体重減少や寝汗
　２週間以上「咳やたん」が続く場合は、早めに医療機関（呼吸器内科など）を受診しましょう。

私たちができる予防策
・年に１回は「胸部 X 線（レントゲン）健診」を受けましょう
早期発見できれば、薬の服用でしっかり治すことができます。

・免疫力を高める生活習慣
　十分な睡眠、バランスの良い食事、適度な運動を心がけましょう。

結核予防会では、
結核を中心とした胸
の病気をなくして、健
康で明るい社会をつく
るため、今年度も８月
１日から１２月３１日ま
で「複十字シール運動」
を実施、募金活動を
行います。
皆様からお預かりし
た募金は、病気への
理解を広め、予防の
大切さを伝えるための
普及啓発活動や調査
研究活動などの大きな
支えとなっております。
今年度も引き続き
皆様のご協力をお願
いいたします。
          総務課　大澤

複十字シール募金にご協力お願いします
複十字シール運動 ８月１日～１２月３１日複十字シール運動　８月１日～１２月３１日複十字シール運動 ８月１日～１２月３１日

実はまだ「過去の病気」ではありません！
知っておきたい結核の最新情報



静岡県立大学看護学部では、２０２５年度より、４年生の発展看護実習において
国際看護学を選択した学生が、静岡県結核予防会・静岡県結核予防婦人会の皆様と
ともに「結核・呼吸器感染症予防週間キャンペーン」に参加しています。
国際看護の実習で、なぜ地域の結核予防活動に参加するのでしょうか。その理由の
一つは、結核が決して「過去の感染症」ではないことを、学生たちに知ってほしいから
です。
日本では、結核はかつて「国民病」と呼ばれ、多くの人々の生命を奪いました。その後、
医療や公衆衛生の発展、生活環境の改善などによって患者数は大きく減少しました。
しかし世界に目を向けると、結核は今なお世界三大感染症の一つとされる重要な健康
課題です。人々が国境を越えて行き来する今日、世界で起きている感染症の問題と、私たちが暮ら
す地域の健康は切り離して考えることができません。学生には、世界の健康課題を遠い国の出来
事として学ぶのではなく、「静岡で結核を予防する」という身近な活動を通して、地域と世界がつ
ながっていることを実感してほしいと考えています。それが、私たちが国際看護の学びの中に結核
予防会・結核予防婦人会の皆様との協働を取り入れている大きな理由です。

そして、この活動にはもう一つ大切な学びがあります。それは、「人に伝えることの難しさ」を自分自身で経験することです。
駅前や繁華街で健康や疾病予防の啓発活動が行われている光景を目にすることがあります。しかし、忙しい日常の中で、私た
ちはその前を通り過ぎたり、差し出された資料を受け取らなかったりすることも少なくありません。ところが、自分が「伝える側」
になると景色が変わります。勇気を出して声をかけても立ち止まっていただけない。関心を持っていただくこと自体が難しい。
正しい情報を持っているだけでは、人には届かないのです。
看護も同じです。健康の大切さを一方的に説明するだけでは、人の行動を変えることはできません。相手の生活や関心に目
を向け、どのような言葉なら届くのかを考える必要があります。街頭での啓発活動は、そのことを肌で感じる貴重な機会になっ
ています。
さらに学生たちは、結核予防婦人会の皆様が長年にわたり地域に根ざして予防活動を続けてこられた姿から、地域の健康を
守る活動は一朝一夕につくられるものではないことも学びます。
地域で学び、世界を見る。そして、長年培われてきた予防活動の経験を次の世代へつないでいく。このキャンペーンへの参加が、
学生たちにとって国際看護と地域保健の双方を考える大切な学びとなることを願っています。

2025 年度の「結核・呼吸器感染症
　　　　　　　予防週間キャンペーン」に参加して
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巻頭言

題字：田中　隆（元当会職員）　富士山写真提供 : 富士市

「結核」と聞くと、「昔流行った病気」というイメージをお持ちの方も多いかもしれません。しかし、日本国内では今も年間約
１万人の新しい患者が報告されており、決して他人事ではない病気です。今回は、日本の結核の「今」と、予防のために気を
つけたいポイントをお伝えします。

いま注意すべき「２つの特徴」
① 患者の６割以上が「６５歳以上の高齢者」
　 若い頃に感染して体内に潜んでいた結核菌が、加齢による免疫力の低下に伴って再び活動を始める（発症する）ケース
    が多く見られます。特に８０歳以上の割合が高くなっています。
② 若い世代は「外国生まれの方」が増加
    ２０代の新規患者においては、海外（結核が多く流行している国）から入国された方が大半を占めるという特徴もあります。

早めの対処が大切！チェックしたい初期症状
結核の初期症状は風邪によく似ています。「ただの風邪かな？」と放置してしまうと、知らず知らずのうちに家族や職場・
地域の方へ感染を広げてしまうリスクがあります。
【こんな症状はありませんか？】
・２週間以上続く咳（せき）やたん　・微熱や体が重い感じ（倦怠感）　・原因のわからない体重減少や寝汗
　２週間以上「咳やたん」が続く場合は、早めに医療機関（呼吸器内科など）を受診しましょう。

私たちができる予防策
・年に１回は「胸部 X 線（レントゲン）健診」を受けましょう
　早期発見できれば、薬の服用でしっかり治すことができます。
・免疫力を高める生活習慣
　十分な睡眠、バランスの良い食事、適度な運動を心がけましょう。

結核予防会では、
結核を中心とした胸
の病気をなくして、健
康で明るい社会をつく
るため、今年度も８月
１日から１２月３１日ま
で「複十字シール運動」
を実施、募金活動を
行います。
皆様からお預かりし
た募金は、病気への
理解を広め、予防の
大切さを伝えるための
普及啓発活動や調査
研究活動などの大きな
支えとなっております。
今年度も引き続き
皆様のご協力をお願
いいたします。
          総務課　大澤

複十字シール募金にご協力お願いします
複十字シール運動　８月１日～１２月３１日複十字シール運動　８月１日～１２月３１日複十字シール運動　８月１日～１２月３１日

実はまだ「過去の病気」ではありません！
                                    知っておきたい結核の最新情報


